
岩手県中学校新人大会開催基準 

１ 趣  旨 

  岩手県中学校新人大会（以下大会という）は、県下の中学校の代表が相寄って、相互の友好

親善を深め、スポーツを通じて健全な身体を育成するとともに、明朗な精神の昂揚を図るもの

である。 

２ 主  催 

岩手県中学校体育連盟、岩手県教育委員会、岩手県種目別競技団体、開催市町村教育委員会 

３ 後  援 

  競技種目の事情により依頼する。 

４ 主  管 

開催地区中学校体育連盟、岩手県中学校体育連盟専門部、開催地種目別競技団体、その他 

５ 開催競技 

  陸上競技、バスケットボール、サッカー、ハンドボール、軟式野球、体操競技、新体操、バ

レーボール、ソフトテニス、卓球、バドミントン、ソフトボール、柔道、剣道、相撲、ホッ

ケーの 16競技とする。 

６ 開催期日 

(1) 中心会期は 10月第３日曜日を含む連続した２日間の前期（屋外競技中心）と 11 月第３日

曜日を含む連続した２日間の後期（屋内競技中心）に分けて開催することを原則とする。 

(2) 会期は開会式を含め、１競技２日以内とする。 

７ 参加資格 

(1) 参加者は各地区中体連の加盟校に在学し、学校教育法第１条に基づく当該中学校生徒であ

ること。 

(2) 各地区中体連新人大会において、当該競技要項により県大会の参加資格を得たチーム又は個人

とする。 

(3) 同一年度内の参加者は、全種目を通じて一人 1種目とする（ホッケー、相撲競技を除く）。 

(4) チームの編成は、１校単位で組織されたものとする。ただし、団体種目においては、別紙

「合同チーム参加規程」に基づき合同チームでの参加特例を認める。 

(5) 地区予選なしで参加できる競技については当該校の校長が許可し、地区中体連会長の推薦

を得たチーム又は個人とする。 

(6) 過年齢生徒の参加については、体力的、技術的要因が大きくかかわると考え、満 15歳に達

する年度をもって出場制限とする。また、学年指定種目については該当年齢とする。 

(7) 参加資格の特例（地域クラブ活動に所属する中学生） 

  ア 地域クラブ活動に所属し、各地区中体連体育大会及び本連盟の大会に参加を認められた生徒

であること。 

  イ 各地区中体連体育大会及び本連盟の大会に参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を

具備すること。 

   (ｱ) 新人大会の参加を認める条件 

    a 中体連の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

    b 選手の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している（県内の中学校に在籍している

生徒であること）。 

    c 地域クラブ活動にあっては、日常継続的に（公財）日本スポーツ協会等公認スポーツ

指導者資格を有する代表者もしくは指導者の指導のもとに、適切に行われていること。 

    d 地域クラブ活動にあっては、（公財）岩手県体育協会に加盟している各競技団体に登録

していること。 

    e 「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」

（令和４年 12月 27日スポーツ庁・文化庁）及び「岩手県における学校部活動及び新た

な地域クラブ活動の在り方に関する方針」（令和６年１月 岩手県・岩手県教育委員会）

の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること。特に、「２ 適切な運営や効率的・

効果的な活動の推進 (5) 適切な休養日等の設定」について運用していること。 

    f 競技役員や審判など運営上必要な事項に協力すること。 

    g 中体連（各競技専門部を含む）が主催する諸会議に代表者は必ず出席すること。 

    h 地域クラブ活動で参加した場合、在籍中学校での参加は認めない。その逆も同様であ



る。 

    i 令和５年 11月 20 日付けで（公財）日本中学校体育連盟が発出した「令和６年度全国

中学校体育大会夏季大会（16 競技）地域クラブ活動の参加特例における各競技部細則（確

定）」及び本連盟が定めた競技細則を遵守し、大会に参加すること。 

   (ｲ) 新人大会に参加した場合に守るべき条件 

    a 実施要項及び出場する競技種目の申し合わせ事項等に従うとともに新人大会の円滑な

運営に協力すること。 

    b 地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が選手を引率すること。 

    c 万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立ててお

くこと。 

    d 参加費及び中総体開催に要する経費については、各団体で負担すること。 

    e 団体競技における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする（同一団体で複数の

チームの参加はできない）。 

   (ｳ) 新人大会への参加を認めない場合 

    a 登録申請及び参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合。 

    b 同一競技内において、在籍中学校と地域クラブ活動、又は地域クラブ活動どうしの複

数登録を行った場合。 

    c 複数の地域クラブ活動でチームを編成した場合。 

    d 団体競技において、県境を越えるチーム編成を行った場合。 

８ 参加制限 

(1) 毎年の大会開催要項に提案されたものとする。 

(2) 大会申込前に不参加チーム・個人が出た場合は、開催地区（開催地区中体連会長の推薦）

で補うことができる。 

９ 引率者及び監督等 

(1) 引率者及び監督は当該校の校長・教員（非常勤は除く）・部活動指導員（※１）とする。た

だし、部活動指導員は教育委員会設置要項のもと、以下の条件を満たしていなければならな

い。また、中学校体育連盟が主催する大会（予選を含む）で登録できる学校は１校のみであ

ること。 

 ① 満 20 歳以上であること。 

 ② 主催者からの要望があった場合、大会運営に協力する姿勢があること。 

 ③ 次のいずれかに当てはまる者とする。 

  ア 教育職員免許法に基づく免許を有する者。 

  イ 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導資格を有する者。 

  ウ 自治体（含む教育委員会）、体育（スポーツ）協会、中学校体育連盟のいずれかが主催す

る研修会を受講している者。 

        ※1 ここでいう「部活動指導員」は、学校教育法施行規則第 78 条の２に示されている

者であり、学校設置者により任用されている者をいう。 

(2) 学校事情等により、校長がやむを得ないと判断し、当該市町村教育委員会（以下「教育委

員会」という）又は設置者が同意した場合に限り、「県中総体、県中新人大会引率・監督細

則」により、校長及び教育委員会又は設置者が同意した代理引率・代理監督を特例として認

める。 

    なお、部活動指導員は、他校の代理引率者及び代理監督にはなれない。 

(3) 外部・校外コーチは、校長が認めた者とする。ただし、中学校教職員・校長・部活動指導

員が他校の外部・校外コーチとしてベンチに入ることは認めない。マネージャーは出場校の

教員又は生徒とする。 

    ＊外部コーチ…校長が学校部活動の指導者として承認した者で、日常的に学校部活動の指

導に当たっている者。 

      ＊校外コーチ…クラブ・道場などの指導に当たっている者。 

(4) 本大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、外部指導者（コーチ）、トレーナー等は、

部活動中における暴力・体罰・セクハラ等により任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受

けていないものであることとする。また、外部の指導者は校長から暴力等に対する指導措置

を受けていないこととする。校長はこの点を確認して、大会申込書を作成する。 

 



10 開 催 地（別表参照） 

(1) 開催地の決定は２年毎に、向こう２年分を決める。 

(2) 開催地区同士の折衝で交換することができる。ただし、前年の６月までに決める。 

(3) 予定外の地区が開催要望する場合は、当該地区で折衝し変更もできる。ただし、前年の６月ま

でに決める。 

(4) 事情により、開催予定地が辞退するときは、前年の６月までに代替え地区を選定しておく。 

11 大会要項 

(1) 大会要項は、各専門部と開催地区とで作成し理事会で決定する。 

(2) 大会要項は、ウェブサイト「www.iwate-chuutairen.net/」に掲載する。 

(3) 大会要項は、県中総体要項にならう。申込書も同様とする。 

12 大会役員 

大会役員は専門部や地区中体連の事情によるが、概ね次のとおりとする。 

  会 長  本連盟会長 

  副 会 長  県種目別競技団体会長 県教委保健体育課総括課長 開催地教育委員会教育

長 本連盟副会長 主管地区中体連会長 本連盟専門部長 

  顧 問  本連盟顧問（県教育長、県体協会長、県市町村教育委員会協議会教育長部会

長、県スポ少本部長、本連盟前会長） 県中学校長会長 

  大会委員長  本連盟理事長 

  大会副委員長  県種目別競技団体理事長 主管地区中体連理事長 

  大 会 委 員  県教委保健体育課指導主事 本連盟理事（各地区中体連理事長、本連盟常任理事、

本連盟事務局長、本連盟事務局次長） 本連盟専門部員 主管地区中体連関係者 

※ 大会役員の委嘱については、県教育委員会関係、県中体連関係、県校長会長等には、

事務の簡素化を図るために省略する（必要に応じて県中体連事務局で委嘱する）。 

13 参加申し込み 

  参加要項規定により参加資格を得たチーム又は個人は、所定の参加申込書に当該校長の承認

を得て、参加料（一人 1,000 円）を添えて開催要項にある申し込み先に申し込むこと。 

14 表  彰 

(1) １位～３位を表彰することを原則とする。 

(2) 団体競技における優勝校にはメンバー全員にも賞状を授与する（リレー種目を含む）。 

15 大会経費 

  大会運営のための経費は、本連盟事業費、共催負担金、寄付金、参加料等をもってあてる。 

16 そ の 他 

(1) 大会の抽選方法はフリー抽選を原則とする。 

(2) 県中総体でシード権を設定する競技は、本大会での結果で与えることを原則とする。 

(3) 宿泊については、専門部（開催地区中体連）で対処する。 

 

 平成 11 年４月 30日 新人大会開催基準制定 
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 平成 21 年５月 １日 一部改訂〔10の（2）〕 

 平成 22年４月 30日  一部改訂〔15の（1）（2）〕 
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